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第
五
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中
学
校
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と
ア
ム
ア
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ト
第
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一
節
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
発
展
と
ア
ム
ア
ッ
ト
　
明
治
二
十
年
以
来
、
長
崎
医
学
校
か
ら
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
に
切
替
え
ら
れ
た
の
で
、
種
々
の
新
し
い
企
画
が
進
め
ら
れ
、
新
し
い
学
制
の
も
と
に
そ
の
企
画
は
完
成
の
域
に
近
付
き
つ
つ
あ
っ
た
。
敷
地
の
問
題
も
こ
う
し
た
立
派
な
企
画
を
完
成
す
る
た
め
の
努
力
で
あ
っ
た
が
、
更
に
改
革
は
推
し
進
め
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
明
治
二
十
二
年
以
後
の
新
し
い
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
発
展
の
跡
を
眺
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
明
治
二
十
二
年
七
月
十
三
目
、
文
部
大
臣
の
訓
令
に
よ
っ
て
、
本
学
部
の
授
業
料
を
従
前
通
り
一
ヶ
年
、
金
二
拾
円
を
定
め
、
且
つ
規
則
第
六
十
二
条
中
の
五
日
を
十
五
日
と
更
め
、
同
条
の
但
書
を
晒
除
し
た
が
、
同
月
三
十
一
目
に
至
り
、
特
待
生
規
程
を
定
め
た
。
同
月
、
文
部
省
令
第
四
号
を
以
て
本
科
の
学
科
課
程
を
一
部
、
二
部
に
改
正
さ
れ
た
。
八
月
に
は
熊
本
県
飽
田
郡
里
髪
村
の
第
五
高
等
中
学
校
本
校
校
舎
の
新
築
が
完
成
し
た
。
　
九
月
九
目
、
第
二
回
生
徒
募
集
者
中
、
入
学
試
験
に
及
第
し
た
も
の
は
五
十
一
名
で
、
そ
の
入
学
を
許
可
し
た
が
、
森
有
礼
と
関
係
深
か
っ
た
第
五
高
等
中
学
校
長
野
村
彦
四
郎
は
九
月
十
三
目
に
至
っ
て
、
非
職
を
命
ぜ
．
ら
れ
、
本
校
教
諭
兼
教
頭
西
邨
貞
は
校
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
十
月
に
は
図
書
器
械
取
扱
規
程
が
定
め
ら
れ
、
十
一
月
に
は
前
年
十
月
よ
り
幹
事
を
兼
務
し
て
い
た
本
校
教
諭
利
根
川
浩
，
が
長
崎
県
尋
常
師
範
学
校
長
に
転
任
し
た
。
　
十
一
月
二
十
六
日
、
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行
し
、
卒
業
生
三
十
八
名
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
が
、
「
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
概
略
」
に
本
月
二
十
六
日
、
本
部
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
ヲ
挙
行
シ
タ
リ
。
今
其
概
要
ヲ
記
サ
ン
ニ
、
午
前
八
時
三
十
分
、
生
徒
一
同
、
気
ヲ
付
ノ
嘲
夙
ニ
テ
、
体
操
教
員
ノ
指
揮
二
従
ヒ
、
式
場
（
運
動
場
）
ノ
前
二
整
列
ス
。
式
場
ハ
八
問
二
七
間
ノ
仮
屋
ヲ
設
ケ
、
其
中
央
二
円
台
ヲ
据
へ
、
左
右
二
花
瓶
ヲ
置
ク
。
部
長
来
賓
ヲ
誘
導
シ
、
式
場
二
臨
ム
。
一
同
敬
礼
、
部
長
、
校
長
二
代
リ
、
授
与
式
ヲ
挙
行
ス
ル
旨
ヲ
披
露
シ
、
且
、
其
祝
詞
ヲ
代
読
ス
。
次
二
書
記
、
卒
業
生
生
徒
姓
名
ヲ
朗
読
ス
。
了
テ
一576一
　
部
長
、
卒
業
生
三
拾
八
名
二
卒
業
証
書
ヲ
授
与
シ
、
尋
デ
演
述
ス
。
卒
　
業
生
総
代
井
崎
貞
一
郎
、
謝
辞
ヲ
陳
ブ
。
夫
レ
ヨ
リ
生
徒
一
同
、
卒
業
　
生
ヲ
祝
ス
ル
ノ
軍
歌
一
曲
ヲ
奏
シ
、
式
全
ク
畢
ル
。
本
日
式
場
二
列
シ
　
タ
ル
モ
ノ
、
各
官
衙
長
官
、
外
国
領
事
、
県
官
、
郡
市
吏
、
県
会
市
会
　
議
員
、
及
外
国
紳
商
、
卒
業
生
徒
、
親
戚
、
新
聞
記
者
、
及
夫
人
等
無
　
慮
百
余
名
ナ
リ
シ
。
同
日
、
午
後
一
時
ヨ
リ
西
彼
杵
郡
女
神
二
於
テ
、
　
端
舟
競
漕
会
ヲ
開
設
ス
。
予
テ
、
同
所
ノ
消
毒
所
ヲ
以
テ
、
来
賓
ノ
観
　
覧
場
二
充
テ
、
其
傍
ヲ
海
軍
楽
隊
奏
楽
ノ
所
ト
ス
。
其
審
判
ヲ
露
国
海
　
軍
大
佐
カ
デ
リ
ウ
ロ
ン
氏
、
同
中
佐
ヘ
ウ
リ
フ
氏
、
同
中
佐
ア
カ
セ
リ
　
ニ
ノ
フ
氏
、
叉
海
軍
大
尉
坂
本
八
郎
二
托
シ
、
競
漕
一
回
毎
二
楽
ヲ
奏
　
シ
、
競
漕
ヲ
ナ
ス
。
七
回
、
各
々
勝
敗
ア
リ
。
了
テ
、
来
賓
一
同
二
立
　
食
ヲ
供
シ
、
第
六
時
散
会
ス
。
臨
会
ス
ル
モ
ノ
、
午
前
二
倍
シ
、
最
モ
　
盛
会
ナ
リ
シ
。
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
行
事
も
時
勢
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
ロ
シ
ア
海
軍
将
兵
に
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
審
判
を
依
頼
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
長
崎
が
ロ
シ
ア
海
軍
の
冬
期
避
寒
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
拠
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
の
年
、
ア
ー
ノ
ル
ド
が
退
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
十
一
月
二
十
目
開
会
、
十
二
月
十
九
日
閉
会
の
通
常
長
崎
県
会
で
、
長
崎
県
病
院
外
国
医
師
月
俸
三
百
円
を
以
て
三
ケ
年
間
雇
入
契
約
の
件
を
議
決
し
た
旨
、
常
置
委
員
会
の
決
議
要
領
が
報
告
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
さ
れ
た
。
　
こ
の
時
雇
入
れ
ら
れ
た
外
国
医
は
ベ
ル
ン
大
学
の
外
科
学
教
授
コ
ッ
ヘ
ル
の
門
人
、
チ
ャ
：
ル
ス
．
エ
ド
モ
ン
ド
．
ア
ム
ア
ッ
ト
（
シ
ャ
ル
ル
・
エ
ド
モ
ン
・
ア
、
・
三
ア
ッ
）
で
あ
る
。
ア
ム
ア
ッ
ト
は
仏
領
ス
イ
ス
生
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
で
、
例
え
基
礎
は
ド
イ
ツ
系
の
ベ
ル
ン
大
学
で
学
ん
だ
と
は
云
え
、
国
籍
を
ア
メ
リ
カ
に
持
つ
医
師
に
よ
っ
て
新
し
い
ア
メ
リ
カ
の
医
学
が
ア
ー
ノ
ル
ド
の
英
国
医
学
の
後
を
う
け
継
い
だ
こ
と
は
誠
に
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
処
が
、
こ
の
ア
ム
ア
ッ
ト
は
三
ケ
年
の
契
約
期
間
中
、
明
治
二
十
五
年
五
月
三
十
一
目
、
三
十
六
才
で
病
残
し
、
浦
上
坂
本
町
の
外
人
墓
地
に
翌
目
、
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
ア
ム
ァ
ッ
ト
O
冨
二
。
ω
国
血
B
o
且
ト
ヨ
＝
碧
の
略
歴
を
「
研
珪
会
雑
誌
、
第
一
巻
第
一
号
」
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
　
氏
は
瑞
西
の
仏
領
に
生
れ
千
八
百
八
十
年
十
一
月
二
十
二
日
「
ベ
ル
　
ン
」
大
学
に
於
て
学
位
試
験
及
開
業
試
験
に
及
第
其
の
後
二
年
間
「
ベ
　
ル
ン
」
府
外
科
臨
床
講
義
長
外
科
学
博
士
テ
オ
ド
ル
、
コ
ツ
ヘ
ル
氏
の
　
助
手
と
な
れ
り
其
の
卒
業
論
文
は
千
八
百
八
十
一
年
コ
ッ
ヘ
ル
氏
の
具
　
申
に
よ
り
独
逸
国
外
科
新
誌
に
登
録
せ
ら
れ
博
士
コ
ッ
ヘ
ル
氏
よ
り
贈
　
リ
タ
ル
三
通
の
吹
挙
状
と
ド
ク
ト
ル
・
ジ
プ
・
ス
（
瑞
西
府
同
盟
医
師
一577一
第
十
一
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
発
展
と
ア
ム
ア
ッ
ト
た
る
の
学
位
）
と
を
有
す
独
逸
国
に
在
て
ハ
「
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
」
及
「
マ
ル
ブ
ル
グ
」
大
学
校
瑞
西
国
に
於
て
ハ
「
パ
ア
ゼ
ル
」
及
「
ベ
ル
ン
」
大
学
校
に
留
学
し
開
業
試
験
を
完
了
す
る
の
後
ハ
「
リ
オ
ン
」
及
「
パ
リ
ス
」
に
留
学
他
国
に
居
住
中
五
ケ
国
の
語
学
を
修
む
独
仏
英
の
三
ケ
国
最
も
能
く
通
じ
ろ
ハ
ニ
ヤ
及
和
蘭
の
二
国
只
対
話
す
る
に
止
ま
る
久
し
く
南
亜
米
利
加
の
「
チ
リ
」
南
亜
弗
利
加
の
「
ナ
タ
ル
」
に
開
業
し
巴
掌
馬
運
河
工
事
会
社
の
医
師
と
な
り
熱
病
に
罹
り
辞
し
去
り
て
「
イ
ス
カ
」
「
フ
ン
ボ
ル
ト
ベ
ー
」
「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
」
等
に
開
業
し
一
五
、
O
O
O
の
人
口
に
対
す
る
九
名
医
師
の
最
上
実
地
医
師
た
る
の
位
置
を
占
め
英
国
領
事
よ
り
充
分
氏
を
信
用
す
る
の
証
書
を
授
与
せ
ら
れ
叉
た
卒
業
後
独
仏
に
開
業
せ
し
こ
と
あ
り
と
云
ふ
　
そ
の
後
、
　
明
治
二
十
六
年
九
月
十
一
日
、
　
勅
令
第
九
十
六
号
「
帝
国
大
学
官
立
大
学
及
文
部
省
直
轄
諸
学
校
雇
外
国
人
二
関
ス
ル
件
」
に
よ
っ
て
、
「
帝
国
大
学
官
立
大
学
及
文
部
省
直
轄
諸
学
校
二
於
テ
学
科
教
授
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
帝
国
大
学
総
長
官
立
大
学
長
及
省
轄
諸
学
校
長
ハ
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ヶ
雇
外
国
人
ヲ
シ
テ
教
官
ノ
職
務
二
当
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
定
め
ら
れ
た
が
、
ア
ム
ア
ッ
ト
以
後
、
長
崎
に
は
雇
外
国
人
医
師
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
な
お
、
ア
ム
ア
ッ
ト
に
つ
い
て
は
「
明
治
十
一
年
、
外
国
人
墓
地
々
割
簿
、
第
一
部
、
外
事
課
」
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
　
等
級
　
番
号
同
（
靴
）
百
辛
二
番
　
死
　
者
　
氏
　
名
罫
π
禅
（
麹
誉
）
さ
て
、
面
　
　
積
英
平
方
尺
同
（
四
〇
）
　
埋
葬
月
日
　
廿
五
年
　
六
月
一
日
　
　
　
　
十
二
月
に
は
休
学
規
程
が
定
め
ら
れ
た
が
、
一
日
の
特
待
生
規
定
に
従
っ
て
、
特
待
生
拾
名
の
撰
定
が
行
な
わ
れ
た
の
は
十
二
月
十
七
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
特
待
生
規
定
を
「
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
一
覧
」
よ
り
抄
録
し
よ
う
。
こ
れ
は
学
則
第
四
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
第
四
　
特
待
生
規
程
第第第第
四三二一
条条条条
　
金
　
　
　
　
額
同
（
二
〇
、
O
O
）
　
願
人
氏
名
嘗
ク
ゥ
ー
（
濯
膜
）
　
　
　
　
七
月
三
十
学
力
優
等
品
行
端
正
ナ
ル
生
徒
ヲ
選
抜
シ
特
待
生
ト
為
ス
特
待
生
ハ
一
学
年
間
授
業
料
ヲ
徴
収
セ
ス
特
待
生
ハ
毎
第
末
・
於
テ
学
馨
肇
響
之
ヲ
定
ム
学
校
長
肇
鯉
二
於
テ
特
待
生
ノ
籍
ヲ
失
暑
－
認
ム
　
　
ル
片
ハ
直
二
其
特
待
生
タ
ル
コ
ト
ヲ
止
ム
　
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
二
月
十
三
目
、
水
道
条
令
が
公
布
さ
れ
た
。
長
崎
で
は
既
に
長
崎
区
長
金
井
俊
行
及
び
長
崎
県
知
一578一
事
目
下
義
雄
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
明
治
十
九
年
以
来
、
水
道
の
布
設
が
計
画
さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
六
月
十
八
日
に
中
国
日
本
貿
易
会
社
に
よ
っ
て
入
札
さ
れ
、
着
工
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
河
内
水
道
の
完
成
は
明
治
二
十
四
年
五
月
九
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
を
完
成
す
る
ま
で
の
金
井
区
長
等
の
努
力
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
医
学
校
の
山
根
正
次
も
こ
れ
に
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
、
た
。
．
二
月
十
四
日
、
第
五
高
等
中
学
校
教
諭
兼
教
頭
西
邨
貞
は
文
部
省
参
事
官
に
転
任
し
、
野
村
彦
四
郎
非
職
後
、
，
校
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
い
た
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
第
三
高
等
中
学
校
幹
事
平
山
太
郎
が
第
五
高
等
中
学
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
又
、
同
目
、
高
等
師
範
学
校
教
諭
兼
幹
事
桜
井
房
記
が
本
校
教
諭
兼
教
頭
に
、
文
部
省
視
学
官
椿
棊
一
郎
は
本
校
幹
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
三
月
に
は
文
部
省
令
第
二
号
を
以
て
高
等
中
学
校
医
学
部
に
薬
学
科
を
開
設
し
、
薬
学
科
学
課
及
ぴ
そ
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
ρ
　
四
月
一
日
、
幹
事
大
橋
太
郎
は
非
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
五
月
一
日
、
特
待
生
十
名
中
、
六
名
が
学
年
更
新
の
た
め
満
期
と
な
っ
た
の
で
、
更
に
六
名
を
撰
定
し
た
。
同
月
十
七
日
、
府
県
制
及
び
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
郡
制
の
公
布
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
人
ア
ル
ベ
ル
ト
．
モ
ッ
セ
及
び
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ー
ス
レ
ル
の
協
力
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
地
方
自
治
制
が
漸
く
確
立
さ
れ
た
。
　
さ
て
、
六
月
十
八
日
、
文
部
省
告
示
第
七
号
を
以
て
、
本
部
内
に
薬
学
科
を
附
設
さ
れ
、
生
徒
の
定
員
四
百
人
を
五
百
人
と
改
正
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
七
月
二
日
よ
り
竹
の
久
保
隔
離
病
院
を
開
き
、
コ
レ
ラ
患
者
を
収
容
し
て
治
療
し
た
が
、
九
月
十
八
目
ま
で
に
五
百
十
名
が
死
亡
し
た
。
　
八
月
一
日
、
第
二
回
卒
業
生
十
五
名
に
仮
り
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
九
月
二
十
九
目
、
第
三
回
生
徒
募
集
者
中
入
学
試
験
に
及
第
し
た
も
の
医
学
科
に
五
十
九
名
、
薬
学
科
に
十
六
名
の
入
学
を
許
可
し
た
。
薬
学
科
の
第
一
回
入
学
生
で
あ
っ
た
。
同
月
三
十
日
、
特
待
生
七
名
の
う
ち
、
一
名
が
学
年
更
新
の
た
め
満
期
と
な
っ
た
の
で
、
更
に
二
名
を
撰
定
し
た
。
　
十
月
に
入
っ
て
、
本
校
で
は
官
制
を
改
正
し
、
職
員
は
学
校
長
、
教
授
、
助
教
授
、
幹
事
、
舎
監
、
書
記
と
し
、
各
定
員
を
定
め
、
従
来
の
教
諭
は
教
授
に
、
助
教
諭
は
助
教
授
に
、
医
学
部
長
は
主
一579・一
　
　
　
第
十
一
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
発
展
と
ア
ム
ア
ッ
ト
事
と
し
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
九
月
に
本
科
及
び
予
科
補
充
科
の
学
科
課
程
を
改
正
し
、
本
学
年
よ
り
試
み
に
施
行
し
た
第
五
高
等
中
学
校
本
校
で
は
、
十
月
十
日
に
新
校
開
業
式
を
挙
行
し
、
文
部
省
専
門
学
務
局
長
浜
尾
新
の
来
場
を
迎
え
て
、
式
を
開
き
、
在
熊
本
の
顕
官
紳
士
そ
の
他
、
本
校
設
置
区
域
内
の
各
県
長
官
叉
は
次
官
、
尋
常
中
学
校
長
及
び
国
会
議
員
、
県
会
議
長
等
も
来
会
し
て
、
盛
大
な
式
を
終
っ
た
。
又
］
上
記
の
よ
う
に
同
月
、
改
正
さ
れ
た
官
制
に
よ
り
、
医
学
部
長
吉
田
健
康
は
医
学
部
主
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
十
一
月
一
日
、
項
浦
医
学
会
常
集
会
が
発
心
寺
で
開
か
れ
、
栗
本
東
朋
は
「
肝
臓
ア
プ
セ
ス
の
実
験
」
を
、
凪
代
正
は
「
検
疫
法
私
案
」
を
講
演
し
た
。
　
十
一
月
十
日
開
会
、
十
二
月
九
目
閉
会
の
通
常
長
崎
県
会
で
は
、
衛
生
及
病
院
費
の
第
二
次
会
に
お
い
て
、
先
ず
病
院
費
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
外
国
医
全
廃
の
意
見
を
提
出
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
審
査
委
員
附
託
と
い
う
動
議
に
よ
っ
て
委
員
の
選
考
を
行
い
、
更
に
審
議
を
重
ね
、
施
療
患
者
費
中
、
外
来
患
者
の
薬
価
を
四
銭
と
し
て
総
額
よ
り
百
八
十
二
円
四
十
三
銭
五
厘
を
減
じ
、
修
繕
費
は
常
置
委
員
の
査
定
意
見
を
採
っ
た
旨
を
報
告
し
、
外
国
医
廃
止
の
件
は
否
決
さ
れ
た
。
然
し
更
に
第
三
次
会
に
お
い
て
議
事
を
進
め
、
外
来
患
者
の
薬
価
を
四
銭
と
し
、
病
院
修
繕
費
よ
り
一
割
を
減
じ
て
病
院
費
全
額
を
二
万
干
十
一
円
十
二
銭
と
な
す
常
置
委
員
の
査
定
案
を
可
決
し
た
。
こ
の
時
、
傭
わ
れ
て
い
た
外
国
医
は
前
記
の
よ
う
に
、
ア
ム
ア
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
　
十
一
月
発
行
の
「
項
浦
医
学
会
雑
誌
」
（
第
四
号
）
に
よ
れ
ば
、
・
医
術
開
業
試
験
委
員
大
西
小
三
太
が
願
に
よ
り
同
委
員
を
免
ぜ
ら
れ
、
後
任
と
し
て
、
本
校
教
授
牧
田
安
蔵
が
同
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
又
、
十
一
月
十
五
日
、
長
崎
市
大
村
町
貿
易
集
会
所
で
、
長
崎
薬
剤
師
会
が
開
か
れ
、
本
校
教
授
池
口
慶
三
を
会
頭
に
、
会
則
を
修
正
し
、
役
員
を
改
選
し
て
、
滝
戸
英
叔
、
松
本
元
章
、
篠
田
宗
平
を
幹
事
と
し
、
毎
月
第
二
土
曜
目
に
例
会
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
日
、
池
口
慶
三
、
森
永
伊
吉
両
教
授
、
滝
戸
、
松
本
両
幹
事
の
講
演
が
行
わ
れ
て
、
漸
く
長
崎
に
お
け
る
薬
学
の
研
究
成
果
も
活
澄
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
目
、
吉
田
健
康
は
、
医
員
友
清
譲
を
伴
い
、
コ
レ
ラ
視
察
の
た
め
、
南
高
来
郡
へ
出
張
し
、
更
に
北
高
来
郡
諌
早
に
も
巡
回
し
て
、
一580一
同
地
で
開
催
中
の
第
四
回
衛
生
会
に
出
席
し
、
来
会
し
た
大
谷
周
庵
と
と
も
に
衛
生
講
話
を
行
っ
た
。
吉
田
校
長
は
一
般
講
演
、
大
谷
教
授
は
治
療
学
的
見
解
を
示
し
、
友
清
譲
は
細
菌
学
的
解
説
を
、
吉
富
禎
次
郎
は
環
境
衛
生
学
的
内
容
を
明
解
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
十
一
月
十
八
目
、
吉
田
健
康
は
土
黒
村
に
出
張
し
、
引
続
き
コ
レ
ラ
の
検
疫
業
務
に
従
い
、
翌
十
九
目
、
コ
レ
ラ
予
防
及
び
消
毒
に
関
す
る
講
演
を
行
い
、
集
会
者
三
百
人
に
前
年
の
轍
の
危
険
を
説
い
た
。
吉
田
健
康
は
二
十
目
に
は
島
原
に
お
け
る
南
高
来
郡
医
会
に
出
席
し
、
翌
二
十
一
日
に
島
原
を
発
し
、
小
浜
経
由
、
長
崎
に
帰
着
し
た
の
は
二
十
二
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
田
健
康
の
衛
生
に
関
す
る
知
識
普
及
の
尽
力
は
校
務
の
み
に
拘
束
さ
れ
な
い
立
場
で
、
そ
の
活
躍
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
本
校
で
は
、
十
二
月
に
入
っ
て
、
第
五
高
等
中
学
校
職
員
の
人
員
が
定
め
ら
れ
、
教
育
に
関
す
る
震
署
の
勅
語
が
下
賜
さ
れ
た
。
震
署
の
勅
語
は
第
五
高
等
中
学
校
本
校
と
医
学
部
に
の
み
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
尊
重
さ
れ
、
鄭
重
な
取
扱
い
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
翌
年
の
衆
議
院
に
お
い
て
、
漢
法
医
再
興
の
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
議
案
を
提
出
す
べ
く
、
立
憲
改
進
及
ぴ
国
権
党
と
提
携
し
た
漢
法
医
の
一
大
同
盟
団
は
、
明
治
二
十
二
年
後
半
期
に
、
盛
ん
な
運
動
を
展
開
し
、
長
崎
に
も
こ
の
余
波
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
な
お
、
コ
レ
ラ
予
防
乃
至
は
治
療
に
関
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
立
場
と
、
漢
法
医
家
た
ち
と
の
間
で
は
、
し
ば
し
ば
意
見
の
相
異
が
み
ら
れ
、
長
崎
医
会
で
も
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
論
議
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
山
根
正
次
を
は
じ
め
、
本
校
関
係
者
が
活
躍
し
て
い
た
。
一581一
